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事業報告書（令和６年度） 

 

事業名  爺婆の孫プロジェクト「岡山方言番付」                                        

 

団体名  ゴールデンリバー５３             担当者名 友谷 清志    

※活動の様子がわかる写真と説明を必ず添付してください。 

１．活動内容（日時、場所、参加対象者、人数、内容等） 

【イチオシ岡山弁教えて！】 

○ 7 月～9 月、Web アンケートを実施。 

○ 200 人参加した。（うち 126 人から岡山弁 Episode が届く） 

○ 岡山弁 Episode については、126 人のものを紹介した。 

○ 最後に「岡山弁 Episode 大賞」を発表し、入賞者を決定した。 

【岡山方言番付】 

○ 10 月 14 日、RSK 秋の tenjin ふれあいまつりで、解説をまじえながら番付発表した。 

○ 岡山弁クイズも行い、会場の三世代と方言文化について交流した。 

○ この後、Web 上でも発表した。YouTube へも発表動画を流したところ、興味をもって

くれた人からメッセージが届いた。 

 

 

 

２．ESD の視点 

① 事業を通じて、参加者にどのような気づきや意識・行動の変容があったか 

平成 19 年から令和 6 年まで 15 年以上経過した社会環境の中で、方言だけでなく言葉そ

のものにも変化があるのでは？と思っていたが、番付を見ると以前とあまり変わってい

ないことが分かった。参加者の方は、言葉の変化を感じているものの、方言の再認識や初

めて聞いた方言など、自分の周りで方言文化に触れられたと思う。 

② どのように学び合いを取り入れたか 

アンケート回答された半分以上の方からエピソードが届き、方言による間違いや勘違い、

言葉によるコミュニケーションが読んで取れた。価値あるデータとなった。Web 上ではあ

るが、方言や岡山のことを再認識されたようだ。 

 

③ どのような学びと実践を結び付ける工夫を行ったか 

「イチオシ岡山弁教えて！」の Web アンケートを行いながら、「岡山弁 Episode」を紹介

したことで、参加者にとって身近な言葉遊びが展開できた。 

また、結果発表を RSK 秋の tenjin ふれあいまつりの中で行ったことで、会場と一体とな

り方言文化の伝承活動ができ、三世代で楽しく交流できたと思う。 
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３．取組の成果（事業計画書に記載した事業の目的・目標をどのように達成できたか。事

業を実施してどのような成果があったか。） 

事業のメインは、Web アンケートではあったが、県内の中学校・高校にチラシ配布したこ

とで学生が参加してくれた。岡山弁 Episode も出してくれました。その後、和気閑谷高校

からオンラインミーティングの依頼があり、学生さんたちと方言談義できた。これは、本

当に大きな成果となり、令和 7年中に「岡山弁出前講座」を行うかもしれない。 

 

４．今後の課題と展望（事業がどのように岡山地域の ESD の取組と持続可能な社会づく

りの発展・継続につながるか） 

今回の取組は、Web アンケートを行い、方言番付を決定し発表するところまでだったので、

正直、中途半端な取組ではあったが、Web 上と会場を一体的に展開できたことは大きい。 

令和 7 年 4 月以降、岡山方言番付と岡山弁 Episode を用いた「岡山弁出前講座」を展開

して行きたい。ただし、これには、番付ポスターやチラシが必要である。 

先ほども記したが、高校からのオファーで、地域活動の中で「方言文化」をテーマにした

いとのことで、高校・中学校などと連携した「方言文化」の伝承活動の場を広げて行きた

いと思う。正に「うったて」となった取組である。何事も「うったて」が大事で、「うっ

たて」がしっかりしていたら、取組の成果も向上する。 

 

 










